
厚生労働大臣の定める掲示事項 
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病院：施設管理者（院長） 横峯 憲吾 

   

1. 当院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

 

2. 入院基本料（急性期一般入院料 2）について【１０対１看護基準】 

＊９：００～１７：３０／看護職員１人当たりの受け持ち数は平均 5 人以内 

＊１７：００～９：００／看護職員１人当たりの受け持ち数は平均 13 人以内 

当院は、急性期一般入院料（日勤、夜勤あわせて）2 の基準にて、入院患者 10 人に対して 1 人以

上の看護職員を配置しております。なお、病棟、時間帯、休日などで看護職員の配置が異なります。

実際の看護配置につきましては、各病棟に詳細を掲示しておりますのでご参照ください。 

また、入院患者 25 人に 対して 1 人以上の看護補助者を配置しております。 

 

3. 入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制、意思  

決定支援及び身体的拘束の最小化について 

当院では、患者さん一人ひとりに対して、安全で質の高い医療を提供するため、入院時に医師、 

看護師、薬剤師、管理栄養士、リハビリテーションスタッフ、医療ソーシャルワーカー等の関係職員

が連携し、患者さんの病状や治療方針、療養上の目標等を踏まえた入院診療計画を作成しておりま

す。作成した入院診療計画書は、原則として入院後７日以内に患者さん又はご家族へ文書により  

お渡しし、十分な説明を行っております。 

また、当院は厚生労働大臣が定める施設基準を満たし、院内感染防止対策、医療安全管理体制、 

褥瘡対策及び栄養管理体制を整備しております。各種委員会や多職種によるチーム活動を通じて、

感染防止、医療事故の防止、褥瘡の予防・管理及び適切な栄養管理に継続的に取り組み、安心・安全

な医療の提供に努めています。 

さらに、患者さんの価値観や意思を尊重した医療を実践するため、患者さん及びご家族への十分

な説明と対話を重ね、意思決定支援に取り組んでおります。また、身体的拘束は緊急やむを得ない

場合を除き行わないことを基本方針とし、身体的拘束の最小化に向けた体制を整備するとともに、

多職種による検討、定期的な評価及び職員研修を実施し、患者さんの尊厳と権利を尊重した医療の

提供に努めています。 

 

4. 明細書発行体制について 

医療の透明化や患者さんへの情報提供を推進していく観点から、領収証の発行の際に、個別の  

診療報酬の算定項目の判る明細書を無料で発行しています。また、公費負担医療の受給者で医療費

の自己負担の無い方についても、明細書を無料で発行しております。 

明細書には、使用した医薬品の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点を

ご理解いただき、ご家族が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行を含めて、明細書の発行

を希望されない方は、料金計算窓口にてその旨お申し出ください。 



 

5. 当院は関東信越厚生局長に下記の届出を行っております。（２０２６年８月現在） 

1）入院時食事療養費（Ⅰ）を算定すべき食事療養の基準に係る届出をおこなっております。 

当院は、入院時食事療養費に関する特別管理により食事の提供を行っております。療養のための

食事は、管理栄養士の管理の下に適時（夕食については 午後 6時以降）適温で提供しております。 

 

2）基本診療料の施設基準等に係る届出 

  ・電子的診療情報連携体制整備加算２／初再診料 

・継続的に賃上げに係る取組を実施している保険医療機関の基準 

   ・一般病棟／急性期一般入院料２  

・救急医療管理加算 ・診療録管理体制加算２ ・医師事務作業補助体制加算２ 

・急性期看護補助体制加算（25：1）／夜間 50：1加算／夜間看護体制加算 

・電子的診療情報連携体制整備加算２／入院基本料 

・感染対策向上加算２／連携強化加算／サーベイランス強化加算 

・地域支援・医薬品供給対応体制加算２ ・データ提出加算２ ・入退院支援加算２ 

・せん妄ハイリスク患者ケア加算 ・入院時食事療養（Ⅰ） 

 

3）特掲診療料の施設基準等に係る届出 

・二次性骨折予防継続管理料１ ・二次性骨折予防継続管理料３  

・救急外来医学管理料３（救急搬送医学管理料 3・夜間休日救急医学管理料 3） 

・救急患者連携搬送料２ ・薬剤管理指導料 

・検体検査管理加算（Ⅰ） ・検体検査管理加算（Ⅱ） 

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影・16列以上 64列未満のマルチスライスＣＴ 

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） ・緊急整復固定加算及び緊急挿入加算 

・（胃瘻造）医科点数表第２章第 10部手術の通則の 16 に掲げる手術 

・（看処遇２１）看護職員処遇改善評価料２１ 

・（外在ベⅠ注）外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）注５ 

・（入ベ８７）入院ベースアップ評価料８７ ・酸素の購入単価 

 

6. 保険外負担に関する事項について 

当院では、特別療養環境室、証明書・診断書などにつきまして、その利用日数に応じた実費の

ご負担をお願いしております。 

室料差額料 

・個室：１床 ３１０号室 料金１１，０００円 ・個室：１床 ４０３号室 料金７，７００円   

・２人部屋：２床 ３０１号室 料金５，５００円  

 

7. 院内トリアージについて 

当院では、来院された患者さまの状態を速やかに評価し、緊急度区分に応じて、診療の優先  

順位付けを行う院内トリアージを実施しております。来院順の診療とならない場合、又はお待た

せする場合がありますことを予めご了承ください。 

 



  

8. 患者相談窓口について 

当院では、「メディカルサポートセンター」を設置していますので、お気軽にご利用ください。

診療内容に関すること、医療費に関すること、職員の接遇に関すること、退院後のこと、患者さ

んの立場に立ち、問題解決のためのお手伝いをします（時間：日・祝除く 9：00～17：30）。 

 

9. 後発医薬品（ジェネリック医薬品）について 

当院では、後発医薬品（ジェネリック医薬品）を積極的に採用しています。ご不明な点がござ

いましたら、主治医又は薬剤師にお尋ねください。 

 

10. 厚生労働省が定める手術に関する施設基準に係る実績について（２０２５年１月～１２月） 

＊院内掲示をする手術件数（医科点数表第 2章第 10部手術通則第 5号及び第 6号に掲げる手術） 

・区分２に分類される手術     手術の件数 

ア 靱帯断裂形成手術等        ４ 

・その他の区分に分類される手術  手術の件数 

ア  人工関節置換術         ２ 

 

      ＊緊急整復固定加算及び緊急挿入加算に係る施設基準 

    ・大腿骨近位部骨折後４８時間以内に手術を実施した実績  2025年 1月～12月の件数 ２８ 

 

11. 入院時食事療養（Ⅰ）及び入院時生活療養費（Ⅰ）について 

     当院は、医師の発行する食事箋に基づき、管理栄養士が、患者さんの疾病・病状・年齢等に  

適切な栄養量及び内容の食事療養を行っております。 

また、管理栄養士により管理された食事が適時(夕食は１８時)・適温で提供しています。 

【 配膳時間は、（朝）８時 ・（昼）１２時 ・（夕）１８時となっております 】 

＊入院時食事療養費（標準負担額） 

負担額（1食あたり） ・一般（住民税課税世帯）／550円 

・70歳未満で住民税非課税、70 歳以上で低所得 2  

過去 1年間の入院期間が 90日以内／270円・90日超／220円 

・70歳以上で低所得 1 ／130円 

 

12. 看護職員の負担軽減および処遇改善に関する取り組み事項 

看護職員の負担軽減および処遇改善に関する取り組み事項 

当院では看護職員の負担の軽減および処遇の改善に質することを目的とする計画を策定し、 

これに基づき以下の取り組みを実地しております。ご理解とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

１．看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に資する体制 

（１）看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に関する責任者 

（２）看護職員の勤務状況の把握等 

（３）多職種からなる役割分担推進のための委員会又は会議   

 



 

２．看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に資する具体的な取組内容 

（１）業務量の調整 

・時間外労働が発生しないような業務量の調整 

（２）妊娠・子育て中、介護中の看護職員に対する配慮 

・育児休業 ・介護休業 ･子の看護休暇・所定外労働の制限 

・時間外労働の制限 ・深夜業の制限 ・育児短時間勤務 ・介護短時間勤務 

（３）看護補助者の配置 

 

13. 自費料金表 

以上 

自費項目一覧 （税込） 文書料一覧 （税込）

コピー代 ¥17 おむつ使用証明書 ¥1,100
特食1食（自費） ¥110 受診状況等証明書 ¥3,300
診察券再発行代 ¥330 運動器損傷証明書 ¥5,500
領収書（明細書含）再発行代 ¥1,100 入院・手術等証明書 ¥5,500
栄養指導（本代） ¥1,650 生命保険診断書 ¥5,500
ＣＤコピー代 ¥2,200 その他の書式有り文書 ¥5,500
カルテ開示手数料（コピー代含む） ¥16,500 病院発行診断書 ¥5,500
保険会社面談料 ¥16,500 診療報酬明細書 ¥7,700
死後処置料 ¥22,000 自賠責（交通事故）診断書 ¥7,700

オルソカラー ¥10,230 障害年金受診状況等証明書 ¥8,800
二―ブレース ¥11,000 介護診断書（健診料含） ¥8,800
鎖骨バンドL ¥8,800 入所用介護サービス共通健康診断書 ¥11,000
ショルダーブレース ¥8,250 病院発行死亡診断書 ¥11,000
ソフトドルフ ¥4,950 死亡診断書 ¥11,000
ソフラウルファー ¥2,200 後遺症診断書 ¥11,000
ヒューゴステッキ ¥6,600 障害年金診断書 ¥11,000
バストバンド ¥3,850 身体障害者診断書 ¥11,000
マックスベルト ¥3,850 医療照会書兼回答書 ¥22,000

自費料金表


